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はじめに、長年のご功績に対する栄えあるご受賞、誠におめでとうございます。
本日、受賞されました皆様方におかれましては、日頃より食品業界や各地域において自主的衛生
管理の指導をはじめ、食品衛生の普及向上に努められていることと存じます。
私たちが健康で幸せな人生を送るためには、何よりも「食」が重要であり、それを支えている事
業者の皆様方におかれましては、長年のご努力が実を結ばれてのご受賞となられ、心よりお喜び申
し上げます。日本の食文化においては、安全性はもちろんのこと、食材より四季を感じ、器や盛り
付けにより視覚からも日本の料理の奥深さ、素晴らしさを感ずることができます。来年には、東京
オリンピック・パラリンピックが開催されます。国内はもとより海外からは日本に対して「食」に
対する期待は高まっております。日本の食文化に対する誇り高き思いをこめ、引き続き皆様方とと
もに「食」の安全の確保と地域の多様性あふれる文化の豊かさを発信してまいりたいと存じます。
一方、世界的な課題となっている「食品ロス」につきましては、事業者、消費者等の多様な主体
が連携して削減に向け取り組まなければならない課題であります。食品ロスを削減していくために
は、食品として活用することを重要と考え、それぞれの立場において社会全体として対応していく
よう真摯に取り組んでまいりたいと存じます。
世界に冠たる長寿国・日本では、人生100年時代が現実になろうかとしています。このコロナ禍
の難局を乗り越え、すべての人がいつまでも健康で幸せな人生を送ることができるよう食品業界の
皆様方の「食」の安全・安心の確保と食環境の豊かさを次世代にも伝えてまいりたいと存じますの
で事業者の皆様方にもご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
結びに、本日受賞されました皆様のご健勝、ご活躍と食品衛生協会の今後益々のご発展を祈念い
たしまして、お祝いの言葉とさせて頂きます。


